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安全のために
この製品を設置、使用される前に必ずお読みください。

　お使いになる方や周囲の方々への危害、財産への損害を防ぐため、下記の内容を守ってこの製品を安全にお使いくだ
さい。本書はいつでもご覧になれる場所に保存してください。

本書で使用する記号について

本書をすべて読むこと
この製品を設置、使用する前に必ず本書をす
べてよく読み、本書の内容にしたがってくだ
さい。

必ず実行

電源コードは仕様に適合した電源に接続する
こと
適合しない電源に接続すると、本体の故障、
火災や感電の原因になる場合があります。

必ず実行

確実に接地すること ( アース )
感電を防止するため、確実にアースに接続
してください。必ず実行

水分をかけたり湿気にさらさないこと
この製品の上に花瓶や飲み物など、液体が
入ったものを置かないでください。この製品
を直接水がかかる場所、または湿度の高い場
所に置かないでください。感電や火災、故障
の原因になります。

禁止

電源コードや接続ケーブルは安全に配置する
こと
ケーブルをストーブの近くなど高温になる場
所に設置しないでください。また踏んだり物
に挟んだり、無理な配線を行うと、ケーブル
が損傷して火災の原因になる場合があります。
また足など体の一部を引っかけるような場所
に配置しないでください。負傷の原因になる
場合があります。

必ず実行

 
「必ず守ってください」という強制

を表しています。

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

 

「絶対にしないでください」という
禁止を表しています。

本体を落下しないこと
本体の故障はもちろん、周囲の方が負傷する
原因になります。禁止

電源コードを濡れた手でさわらないこと
感電の原因になります。

禁止

電源コードや電源プラグに異常がある場合は
使用を中止し、修理を依頼すること
電源コードやプラグの摩耗、接触不良等の場
合は本体を使用せず、修理をご依頼ください。

異臭や異常を感じたらただちに電源コードを
抜き、修理を依頼すること
正常に機能しない、異臭や異音がするなどの
場合は、修理をご依頼ください。

必ず実行

必ず実行

長時間使用しないときや落雷の危険があると
きは電源コードを抜くこと
火災や感電、故障の原因になります。必ず実行

本体内部に液体や物を入れないこと
火災や本体故障の原因になる場合があります。
この場合は修理をご依頼ください。禁止

本体の換気用開口部をふさがないこと
本体内部の温度上昇を防ぐため、この製品の
表面には換気用開口部があります。この開口
部をふさぐと適切に換気ができず、内部の温
度が上昇して故障や火災、誤作動の原因にな
る場合があります。

禁止

製品を分解したり改造しないこと
火災や感電、けが、故障の原因になります。
本体の内部にはお客様が操作する部分はあり
ません。

禁止



適切な場所に取り付けること
スピーカーおよび金具は、重量を支持できる
場所に取り付けてください。取り付けた壁面
や天井などが重量を支えきれないとスピー
カーや金具が落下し、近くにいる方が死亡、
負傷する原因になります。スピーカーの設置
は専門の技術者にご依頼ください。

必ず実行

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

スピーカースタンドは安全な場所で、規格に
適合するものを使用すること
この製品をスピーカースタンドに取り付ける
場合は、安定した場所に設置してください。
スピーカースタンドの耐荷重、取付方法など
の仕様を守ってお使いください。使用法を誤
るとスピーカーが転倒し、近くにいる方が死
亡または負傷する原因になる場合があります。

必ず実行

スピーカーを吊り下げるときにハンドルを利
用しないこと
製品が落下して、近くにいる方が死亡または
負傷する原因になる場合があります。スピー
カーを設置する場合は必ず本体内蔵のリギン
グポイントをお使いください。

禁止

本体を高い場所や頭上に設置する場合は専門
の技術者に工事を依頼すること
足場が不安定な高所作業、人の頭上への設置
は、死亡や負傷、製品の損傷などの危険が伴
います。専門の設備工事業者にご依頼くださ
い。

必ず実行

スピーカーの角度を変える際は取付ネジをゆ
るめてから行うこと
製品が落下して、近くにいる方が死亡または
負傷する原因になる場合があります。スピー
カーの角度を決定したら、ゆるめたネジを必
ず元通りにしっかり締めておいてください。

必ず実行

スピーカーをしっかり固定すること
ス ピ ー カ ー お よ び 金 具 は 落 下 し な い よ う、
しっかり固定してください。スピーカーや金
具が落下すると、近くにいる方が死亡または
負傷する原因になる場合があります。

必ず実行

アンプの通電中は出力ターミナルやスピー
カーケーブルの心線にさわらないこと
パワーアンプの出力には危険な電圧がかかっ
ています。この電圧に触れると死亡または負
傷の原因になる場合があります。

禁止

設置したスピーカーや金具の定期保守点検を
行うこと
安全に使用するため、取付部分が腐食または
損傷していないかどうか、定期的に点検して
ください。

必ず実行

高温になる場所に設置しないこと
直射日光が当たる場所、熱を発するものの近
くに置かないでください。製品の上にろうそ
くなど裸火を置かないでください。

禁止

ボタンやスイッチ、入出力端子に無理な力を
加えないこと
本体の故障やお使いになる方がけがをする原
因になる場合があります。

禁止

 注意　この記号は取扱を誤ると負傷、機器の損傷や物的損
害の原因になる可能性がある内容に付いています。

スピーカーは定格範囲内で使用すること
定格範囲を超えるレベルや周波数を入力する
と、スピーカーが故障する原因になります。
特に歪みにはご注意ください。

必ず実行

この製品に付属している電源コードを他の電
気用品に使用しないこと
この製品に付属している電源コードはこの製
品専用のものです。他の電気用品には絶対に
使用しないでください。

禁止



修理
　日本仕様の Mackie 製品の修理は、音響特機株式会社ま
たは提携サービスセンターで行っています。Mackie 製品
の修理やメンテナンスが必要な場合は、次の手順に従って
ください。

1. 本書でご紹介しているトラブルシューティングの
内容をチェックして下さい。

2.  テ ク ニ カ ル サ ポ ー ト に 電 話 で ま た は、support_
mackie@otk.co.jp にメールで「メンテナンス申込
書」を請求してください。「メンテナンス申込書」
に必要事項をご記入の上、03-5950-0998 へ FAX し
てください。折り返し RA 番号と送付先のサービス
センターが記載された修理受付票を FAX で返送い
たします。RA 番号はサービスセンターへ送付され
る前に必ず取得してください。

3.  オーナーズマニュアルと電源コードは同梱しない
でください。修理には必要がありません。

4.  本体を梱包材とともに製品パッケージに入れて、
サービスセンターへ送付してください。当社では
輸送上のダメージを保証することができません。

5.  必ず、RA 番号が記載された修理受付票のコピーを
同梱してください。また送り状の通信欄にも、RA 
番号と商品名、製造番号を記載してください。RA 
番号のない修理品は受付することができません。

6.  保証内修理を行う場合には、販売店印とご購入日
が明記された保証書が必要です。くわしくは、次
項の保証規定をご参照ください。 

保証
　本機の保証はご購入後 1 年間となっております。
　正常な使用状態で本体に不具合が生じた場合、正規の
サービス担当者が無償で修理を行います。ただし、下記の
場合は保証規定から除外されておりますので、あらかじめ
ご了承ください。

● お客様による輸送、移動中の落下、衝撃など、お
客様のお取り扱いが適正ではなかったために故障
が生じた場合

● お客様のご使用上の誤り、不適正な改造、弊社の
認可のない改造及び修理が行われている場合

● 火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害などの
天変地異、あるいは異常電圧などの外部要因によっ
て故障が生じた場合

● 本機に接続している機器及び消耗品に起因する故
障、損傷

●正常な状態でのご使用中でも、自然消耗、摩耗、劣
化によって故障あるいは損傷が生じた場合

●日本国外でご使用中の故障、損傷

技術的なご質問・修理窓口

サポートセンター
  東京都豊島区高田 1-17-22
  中橋商事ビル新館 B1F
   03-5950-0931
   03-5950-0988
   support_mackie@otk.co.jp

営業時間 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

営業窓口
東京  東京都千代田区麹町 2-5
   03-3237-1201 ( 代表 )
    03-3237-1205

大阪  大阪市北区東天満 2-10-24
   06-6357-0160
   06-6357-0170

福岡  福岡市南区大橋 4-16-18-201
   092-554-6066
   092-554-6064

営業時間 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

ご質問は電子メールでも承ります。
   sales_mackie@otk.co.jp
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このマニュアルの使い方
　製品の概要と機能を紹介した冒頭数ページの後ろに接続

例があります。この図はスピーカーシステムHDAの一般

的なセットアップをご紹介するためのものです。このマニ

ュアル全体を通じて、各機能に番号をふった図とその近く

に説明文があります。

　スピーカーをお使いになる前にこのマニュアルをすべて

読むことがいかに大切か、皆さんに十分お伝えすることは

できません。このマニュアルには製品に特有の使用法や安

全にリギングするための情報、電源と信号の接続、ボイシ

ングなどの内容が書かれています。こうした情報はすべ

て、スピーカーシステムHDAから最大の実力を引き出す

ために、同様に最も安全にこの製品をお使いいただくため

に、とても重要です。これがHDAオーナーズ・マニュア

ルです。ぜひここから学んでください。おそばにおいてや

ってください。

このアイコンはHDAに特有の、かなり重要

な情報についています。

このアイコンは機能の説明や実用上のヒン

トに付いています。

Contents
はじめに 2

接続例 4

リアアパネルの機能  11

底面の特徴 14

アレイの使い方 15

リギングする 16

温度について 19

AC電源 19

お手入れとメンテナンス 19

そろそろ本番の時間です... 19

付録A　EAW Resolutionソフトウェア 20

付録B　サービスについて 21

ご不明な点は... 21

付録C　接続 22

付録D　技術的情報 23



2 HDA

HD
A はじめに

　カフェや小さなクラブのようなスペースなら、ポイント

をねらった昔からあるシステムでも効果的でしょうが、広

いスペースをカバーするための出力と放射を提供すること

はできません。これを補うため、広いスペースではスピー

カーを複数本組み合わせ、より出力を大きくしたり広いス

ペースをカバーしようとします。このために発生する干渉

は、建設的でも破壊的でもあります。どちらになるかはリ

スニングポジションによって決まります。多くの場合とて

も望ましいとはいえない音が提供されます。しかもリスナ

ーのうち二人として同じ音を聴くことはないのです。

　ラインアレイは、効果的に干渉の流れを変え、直接音を

必要なところに届けて不要なところには向かわせないこと

で、こうした問題を解決します。今日ラインアレイは、世

界中のハイプロフィールのツアーリングや大型設備で選択

されている形のスピーカーです。従来のポイントを狙うタ

イプのシステムとはちがい、ラインアレイは出力が高くロ

ングスローで、垂直方向のパターンコントロールにもすぐ

れています。構成や規模を変更しやすい、すべてをパッケ

ージ化した製品なのです。

　しかし、ラインアレイとは何なのか、そしてどう機能す

るのでしょうか。この上なく簡単にお答えすると、直線に

すき間をあけずに並んだ一群のスピーカーがラインアレイ

です。スピーカーのアレイ前面に建設的な干渉を、そして

アレイの天面と底面に破壊的な干渉を、それぞれ発生させ

るよう設計されています。これでラインアレイがよく知ら

れているところの、かなり望ましい垂直指向性になってい

ます。

　しかし、古いスピーカーをただ直線に並べただけで代用

できるものではなく、出力を大きくしたりパターンコント

ロールを向上することはできません。制御された垂直パタ

ーンを提供するため、ラインアレイではトランスデューザ

ー同士を可能な限り近づけて配置しています。もっとくわ

しくいえば、トランスデューサーの間隔は自らが放射す

る波長より短くなっているのです。この条件を波長の長

い低域で達成するのは簡単ですが（たとえば1kHzの波長

は約34cmです）、周波数が高くなるほど難しくなります

（10kHzでは3.4cmになります）。ラインアレイは複数の

ユニットをかなり狭い間隔で配置し、さらに複雑な機械的

設計を施してこの条件をクリアしています。それでも1イン

チ間隔でユニットを配置することさえ、実用的ではありま

せん。このため高域出力の波面を平にするようホーンの設

計に音響的なマジックを使い、建設的に合算しているので

す。その結果、高い出力が均一のカバレージで得られるの

です。

　さて、ラインアレイがそんなにすばらしいものなら、な

ぜそれでも旧式のスピーカーを使うのでしょう。簡単にい

えばそれは、ラインアレイはあらゆる状況に完璧なもので

はないからです。ラインアレイは与えられたスペースで、

広い水平カバレージとロングスローと高出力が望まれる用

途に最適なのです。狭いスペースではラインアレイのサイ

ズと出力は必要とされず、会議室やホール、レストランで

は、小さなポイントを狙うスピーカーをたくさん組み合わ

せたシステムの方が適しているでしょう。さらにラインア

レイの複雑な音響的、機械的設計はコストがかさむものな

ので、多くに人たちには手が届かないものでした。...今ま

では。

　MackieのHDAは今までになかった価格帯でこのテクノロ

ジーを提供します。

　HDAは定曲率ラインアレイです。これはつまりスピーカ

ーの物理的な角度が音響的な角度と一致していることを意

味します。複数のHDAをリギングする方法は一つしかない

ので、簡単に使えます。ユニットを追加すればするほど、

アレイの垂直カバレージはより広くなり（そしてさらに低

い周波数まで垂直方向の指向性を持つようになります）、

もちろん音量も大きくなります。HDAに一体化されたリギ

ングハードウェアは、システムを吊ることが多い規模の固

定設備やツアー、そしてポールマウントの移動用PAとして

フェスティバルなどに最適です。HDAはみなさんのショー

と同じように多彩で、他のどこにあるシステムより柔軟に

皆さんのご要望にフィットします。

　要約することはたくさんあるので、コーヒーでも片手に

お気に入りの椅子でくつろぎながら、新しいHDAシステム

について知っておくべきことを学んでください。

スピーカーの設置について　

とても大切な警告
警告！HDAは固定設備や移動用PAシステム

として有効活用すればすばらしいツールで

す。しかし設置方法を誤ると、機器が故障す

る、あるいは周囲の人が負傷または死亡する

原因になることがあります。このため、スピーカーの設置

は、経験と知識のある専門の技術者に依頼し、安全な方法

で周囲の人や構造に危険を及ぼすことがないよう作業を行

ってください。
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概要
　MackieのHDA	(High-Definition	Arrayable)	パワードスピ

ーカーは、110度×20度の定曲率ラインアレイで、固定設

備やポータブルPAシステムに理想的です。2ウェイのHDA
高解像度パワードスピーカーは、D級	Fast	Recovery	™を

採用した増幅部でピーク1200Wのシステムパワーを提供し

ます。

　Mackieが特許を持つHDオーディオプロセシングは、

並ぶもののない音響的な正確さとクラリティを提供しま

す。Mackie	Activeテクノロジーには、精度の高い2ウェイ

クロスオーバー、トランスデューサーのタイムアライメン

トと位相補正機能があります。特許を持つ専用の測定ツー

ルがもたらした音響補正アルゴリズムによって、音響的な

変則性を特定して補正し、高域を犠牲にすることなくボー

カルの明瞭度を高めています。

　EAWのカスタム設計によるHDシリーズのトランスデュ

ーサーは、このシステムの内蔵アンプとマッチングしたと

きに能率と特性が最大になります。12インチのウーファー

は軽量化のためにネオジウムマグネットを、さらにより放

熱を良くするためにボイスコイルを3インチ径にしていま

す。2本のBeyma®製の1.7インチ・コンプレッション・ドラ

イバーは、マルチセルホーンに搭載されています。

　一体化されたArray	Voicingモードスイッチは、片側に使

用するHDAの本数に合わせて切り替えるだけで、用途に合

わせてアレイを構成することができます。より高度なユー

ザーはEAW	Resolusionソフトウェアを使って、現場に合

わせたアレイの位置やフライバーのリギングポイントを計

算させ、その結果のカバレージを表示させることもできま

す。可搬性にすぐれ、パワフルでアレイにすることもでき

るこのHDシステムには、フルセットの保護回路も入ってい

ます。

　15mm厚の樺材合板製エンクロージャーは丈夫で、4カ所

に装備したフライポイントで設置することもできます。本

体に一体化されたリギングハードウェアで素早くセットア

ップし、アレイを吊り下げることもできます。フライバー

から2本までのMackie	HD1801サブウーファーと4本までの

HDAを吊り下げることもできます。軽量化された設計とデ

ュアルアングルのポールマウントホールによって、HDAを
サブウーファーの上にポールマウントしたり、三脚型のス

タンドに取り付けることもできます。

特徴
•	 110度×20度の定曲率ラインアレイ

•	 さまざまなコンフィギュレーションで拡張あるいはアレ

イ構成が可能

•	2本までのHD1801と4本までのHDAをリギング可能

•	別売のフライバーを使えば1本または2本のHD1801
サブウーファーと3本までのHDAをグランドスタッ

ク可能

•	デュアルアングルのポールマウントホールで、2本
までのHDAをサブウーファーHD1801の上にポール

マウント、あるいはスタンドマウントが可能

•	 1200Wの超高能率D級Fast	Recovery™アンプを内蔵

•	低域は500Wrms、ピーク1000W

•	高域は100Wrms、ピーク200W

•	 EAWのカスタム設計によるトランスデューサー

•	3インチボイスコイルの12インチ・ネオジウム・ウ

ーファー

•	Beyma®製1.7インチ・コンプレッション・ドライバ

ーを2本搭載

•	 高解像度のオーディオプロセシング

•	革新的な特許技術による音響補正

•	トランスデューサーのタイムアライメントと位相補

正機能

•	高精度の2ウェイクロスオーバー

•	 3ポジションのボイシングスイッチでアレイのボイシング

を簡単に制御

•	 リミッターと保護回路を内蔵

•	 リギングハードウェアを装備

•	M10フライポイント×4

•	アレイセットアップが簡単なリギングハードウェア

を一体化

•	別売のフライバーとサブウーファーHD1801による

フライウェアキット

•	 超小型で軽量	(26.7kg)

•	 すべて木製の丈夫なキャビネット	(15mm厚の樺材合板

製)

•	 特性予測ソフトウェアEAW	Revolution対応
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次のスピーカーの
メイン入力ジャックへ

前のスピーカーの
ループ出力
または

ミキサー/音源から

前のスピーカーの
ACループ出力

または
コンセントから

次のスピーカーの
電源入力ジャックへ

接続例

　Mackie	HDAスピーカーシステムが持つ便利な機能の一つが、複数のスピーカーを上図のように簡単に接続できるとい

うものです。

　必要なHDAが1本だけの場合は、バランスのXLRケーブルでミキサー出力をHDAのXLRメイン入力に接続してくださ

い。付属のNeutrik	PowerConケーブルをHDAの背面にある電源ジャックに接続して電源を供給します。このセットアップ

についてくわしくは、続くページを参照してください。

　複数のHDAが必要な場合は、まず上記の方法で接続します。次に1台目のHDAにあるXLRループ出力ジャックを2台目

のHDAにあるXLRメイン入力ジャックに、バランスのXLRケーブルで接続します。50cm程度のケーブルがあれば足りる

でしょう。付属のNeutrik	PowerConケーブルで、1台目のHDAにあるACループジャックと2台目のHDAにあるAC電源ジャ

ックを接続します。この方法では、20Aの電源から4台までのHDAをディージーチェーン接続することができます。

　複数のHDAを有効に使うさまざまなセットアップについては、6ページから10ページを参照してください。13ページで

はMackie	HDAへの電源供給についてくわしく説明しています。

HDA: 複数のスピーカーをディージーチェーン接続する
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PREMIUM ANALOG MIXER w/ PERKINS EQ & FIREWIRE 

HDAのメイン入力ジャック

ミキシングコンソール
(Mackie	Onyx	1640i)

L/Rメイン出力

HDAのメイン
入力ジャック

　このタイプのセットアップは、小規模の屋内または屋外での演奏、ウェディング、パレード、レンタルシステム、ボ

ーカルの拡声などによく見かけるものです。あるいはHDA	をフロントまたはサイドフィルとしてステージに置く場合も

考えられます。これはPAシステムで適切にカバーできない、ステージに近いファンにサウンドを届けるためのものです。

　ミキサーからLとRのメイン出力を、HDAのメイン入力に送ります。HDAが片側1本であれば、アレイモードスイッチを

両方のスピーカーとも「1-2」の位置にします。

HDA: 2ウェイシステム
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　このタイプのセットアップは小規模の屋外または屋内の演奏、フェスティバル、ウェディング、パレードなど、広いカ

バレージとスローを持つ高出力PAが不可欠な場面でよく見られます。地元のDIYバンドにもぴったりのセットアップでし

ょう。

　ミキサーのL出力をMackieのパワードサブウーファーHD1801の入力Aに送ります。このサブウーファーのハイパス出力

AをMackie	HDAパワードスピーカーのメイン入力に送ってください。そのHDAのループ出力を2台目のMackie	HDAパワ

ードスピーカーのメイン入力に接続します。HDAは中域から高域をモノラルで再生し、サブウーファーは低域をモノラル

で提供します。

　2本のHDAがアレイになっているので、同じように接続してステレオにすることもできます。システムの残り半分を上

図と同じようにセットアップし、ミキサーのLとRのメイン出力を各サブウーファーのメイン入力に送るだけです。

　もうひとつ覚えておかなければならないのは、スピーカーをリギングする場合があることです。この図ではアジャスタ

ブルポールSPM200を使って、HDAをサブウーファーの上にポールマウントしています。他に可能なコンフィギュレーシ

ョンは15ページ、リギングに関する詳しい情報は16ページと17ページを参照してください。

　HDAの電源はACループでリンクしてもかまいません。電源のディージーチェーン接続についてくわしくは4ページを参

照してください。

HDA: パワードサブウーファーを併用してポールマウントする
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03 WARM ROOM
04 BRIGHT ROOM
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19 DLY 2 BRIGHT (250ms)
20 DLY 2 WARM (200ms)
21 DLY 3 BRIGHT (175ms)
22 DLY 3 WARM (150ms)
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　前のページの接続例に似ていますが客席がスピーカーと同じレベルにあり、ステージやPAから離れるにしたがって上向

きにスロープになっている会場に最適なセットアップです。たとえば平土間のホール、倉庫、外野席のあるジムなどに良

いでしょう。しかしこのセットアップではサブウーファーが使われていて、システムによりパンチを加えています。

　ミキサーのL出力をMackie	HD1801サブウーファーの入力A	に接続してください。このサブウーファーのハイパス出力

AをMackie	HDAパワードスピーカーのメイン入力に接続してください。さらにこのHDAのループ出力を2本目のMackie	
HDAパワードスピーカーのメイン入力に送ります。HDAは中域から高域をモノラルで再生し、サブウーファーは低域をモ

ノラルで提供します。ここではHDAを3本使用しているので、アレイモードスイッチは「3-4」または「3-4	THROW」の

位置にしてください。

　同じ接続でステレオを再生することもできます。ミキサーのLとRの出力を利用して各HD1801の入力Aに送り、システ

ムの残った分を上記と同じように構成します。

　もうひとつ覚えておかなければならないのは、スピーカーをリギングする場合があることです。この図ではHD1801用
のリギングキットACC-R180Sを使ってサブウーファーとHDAをグランドスタックしています。このシステムはフライバ

ーFB121を使い、HD1801サブウーファーを上にして吊り下げることもできます。HDAのリギングについては次の2ペー

ジで、他に可能なコンフィギュレーションは15ページで、リギングに関する詳しい情報は16ページと17ページでご紹介

しています。

　HDAの電源はACループでリンクしてもかまいません。電源のディージーチェーン接続についてくわしくは4ページを参

照してください。

HDA: 別売のフライバーを使ってグランドスタックする

FB121フライバー
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　前のページの接続図に似ていますが、客席がステージやPAから上に向かってスロープになっているスペースに最適なセ

ットアップです。たとえば円形劇場、外野席や観覧席のあるジムなどです。しかしこのセットアップではサブウーファー

を使っているため、システムによりパンチを与えることができます。

　ミキサーのL出力をMackie	HD1801パワードサブウーファーの入力Aに接続します。サブウーファーのハイパス出力A
を、Mackie	HDAパワードスピーカーのメイン入力に送ります。Mackie	HDAのループ出力を次のMackie	HDAのメイン入

力に接続します。HDAは中域から高域をモノラルで再生し、サブウーファーは低域をモノラルで提供します。HDAを3本
使っているので、アレイモードスイッチは「3-4」または「3-4	LONG	THROW」の位置にしてください。

　同じ接続でステレオを再生することもできます。ミキサーのLとRの出力を利用して各HD1801の入力Aに送り、シス

テムの残った分を上記と同じように構成します。

　もうひとつ覚えておかなければならないのは、スピーカーをリギングする場合があることです。この図ではフライバ

ーFB121とHD1801用のリギングキットACC-R180Sを利用して、HDAをサブウーファーの上にグランドスタックして

います。他に可能なコンフィギュレーションは15ページ、リギングに関する詳しい情報は16ページと17ページを参照し

てください。

　HDAの電源はACループでリンクしてもかまいません。電源のディージーチェーン接続についてくわしくは4ページ

を参照してください。

　

HDA: サブウーファーの上にグランドスタックする

リギングキット
ACC-R180S
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　このタイプのセットアップは固定設備、ツアーリングシステム、フェスティバルや小さなステージなど、20mから30m
の放射が必要なスペースに最適です。

　　ミキサーのL出力をHDAのメイン入力に送ります。そのHDAのループ出力を2台目のMackie	HDAパワードスピーカー

のメイン入力に接続します。このディージーチェーン接続をあと2回繰り返せばクワッドHDAのセットアップが完成しま

す。一番上あるいは上から2本のHDAで下の2本より遠い距離をカバーするときは、「3-4	Long	Throw」の位置にしても良

いでしょう。リアパネルについてくわしくは11ページを参照してください。

　同じように接続してステレオにすることもできます。システムの残り半分を上図と同じようにセットアップし、ミキ

サーのLとRのメイン出力を一番上のHDAに送るだけです。

　もうひとつ覚えておかなければならないのは、スピーカーをリギングするということです。この図ではフライバー

FB121を使ってHDAをリギングしています。このアレイではサブウーファーはステージの上に置かれ、サウンドシステム

全体にパンチを加えています。他に可能なコンフィギュレーションは15ページ、リギングに関する詳しい情報は16ページ

と17ページを参照してください。

　HDAの電源はACループでリンクしてもかまいません。電源のディージーチェーン接続についてくわしくは4ページを参

照してください。

最後に、しかし少なからずとても大切な警告をご案内します。システムを吊り下げるためにフライバー

FB121を使うとき、最大のシステムをリギングすると吊り下げポイントによっては安全率10:1を維持する

ことができません。15ページ以降と20ページの付録Aで紹介しているアレイの使い方とリギングに関する

内容をよく読み、EAW	Resolutionソフトウェアをお使いください。この直製予測ソフトウェアは安全性、

重量、アングル、カバレージなどを定義する上では計り知れない価値があります。

HDA: 4本をリギングする

FB121フライバー
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HD
A 　このタイプのセットアップは固定設備、ツアーリングシ

ステム、フェスティバルや小さなステージなど、20mから

30mの放射が必要なスペースに最適です。しかしこのセッ

トアップではサブウーファーが2本使われているので、リギ

ングされていても低域カバレージが提供されます。

　前の接続例と同じように、このアレイにある4本のHDA
ともアレイモードスイッチを「3-4」の位置にしてくださ

い。前に書いた通り、一番上あるいは上から2本のHDA
で下の2本より遠い距離をカバーするときは、「3-4	Long	
Throw」の位置にしても良いでしょう。リアパネルについ

てくわしくは11ページを参照してください。

　同じように接続してステレオにすることもできます。シ

ステムの残り半分を上図と同じようにセットアップし、

ミキサーのLとRのメイン出力を一番上のHDAに送るだけで

す。

　もうひとつ覚えておかなければならないのは、スピー

カーをリギングするということです。この図ではフライ

バーFB121を使ってHDAとHD1801サブウーファーをリギ

ングしています。各サブウーファーにはリギングキット

ACC*R180Sが必要です。他に可能なコンフィギュレーショ

ンは15ページ、リギング（およびアイボルト）に関する詳

しい情報は16ページと17ページを参照してください。

HDA: HD1801サブウーファー2本とHDAスピーカー2本をリギングする

　HDAの電源はACループでリンクしてもかまいません。電源のディージーチェーン接続についてくわしくは4ページを参

照してください。

　最後に、しかし少なからずとても大切な警告をご案内します。システムを吊り下げるためにフライバー

FB121を使うとき、最大のシステムをリギングすると吊り下げポイントによっては安全率10:1を維持する

ことができません。15ページ以降と20ページの付録Aで紹介しているアレイの使い方とリギングに関する

内容をよく読み、EAW	Resolutionソフトウェアをお使いください。この直製予測ソフトウェアは安全性、

重量、アングル、カバレージなどを定義する上では計り知れない価値があります。

FB121フライバー

ACC-R180S
リギングキット
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リアアパネルの機能 

1　MAIN INPUTジャック　
　XLRメスコネクターで、ミキシングコンソールや他の

シグナルソースからバランスのラインレベル信号を受け

ます。このコネクターについてくわしくは付録Cを参照

してください。

2　LOOP OUTジャック
　XLRオスコネクターで、MAIN	INPUTジャックに接続

されたバランスのラインレベル信号と全く同じものを出

力します。複数本のHDAに同じシグナルソースをディー

ジーチェーン接続するときに使います。このコネクター

についてくわしくは付録Cを、複数本のスピーカーをデ

ィージーチェーン接続する方法に付いては4ページを、そ

れぞれ参照してください。

3　ARRAY MODEスイッチ
　3ポジションのボイシングスイッチで、HDAを音響的

な用途に適応させるためのものです。このスイッチによ

ってアレイに使っているHDAの本数に関わらず、フラッ

トな特性が得られます。

　より多くのHDAを一緒にアレイにすると、ボックス同

士がカップリングして低域エネルギーが増大します。ア

レイモードのEQスイッチ各ボックスのボイシングをアレ

イ全体のものにすることで、フラットで均一のサウンド

にします。（ボイシングの設定による違いは26ページの

周波数特性のグラフで参照してください。）

1-2
　HDAを片側1本または2本使ってアレイを構成する場合

は、このスイッチを「1-2」の位置にしてください。スイ

ッチの下にある黄色いLEDが点灯して1-2が選択されてい

ることを表示します。

3-4
　HDAを片側3本または4本使ってアレイを構成する場合

は、このスイッチを「3-4」の位置にしてください。スイ

ッチの下にある緑のLEDが点灯して3-4が選択されている

ことを表示します。

POWER
LIGHT ON

MAIN
INPUT

LOOP
OUT

HDA
HIGH DEFINITION ARRAYABLE
POWERED LOUDSPEAKER

ARRAY MODE

1-2

3-4

3-4 LONG THROW

SIG/LIMITTHERMAL

P
A

R
A

LL
E

L

PUSH TO RESET

AC MAINS

AC LOOP
CIRCUIT BREAKER

AC LOOP

ON

WARNING: TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR
MOISTURE.  DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE — NE PAS OUVRIR

SERIAL NUMBER

REVISION

HDA = 27KG / 59LB
HDA RIGGING WORKING LOAD LIMIT (WLL):

FOUR (4) HDA IN SUCCESSION, 108KG / 236LB

1 

2 

3 

4 

6 7 

10 

8 

9 

5
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3-4	LONG	THROW
　片側3本から4本のHDAでアレイを構成するとき、いちば

ん上や上から2本目までのARRAY	SWITCHを「3-4　LONG	
THROW」の位置にしてください。スイッチの下にある赤

いLEDが点灯して3-4	LONG	THROWが選択されていること

を表示します。

　リギングされた3本または4本のアレイでは、いちばん上

のボックスはいちばん下のボックスよりも遠い客席まで音

を届かせなければなりません。距離が遠くなると高域のエ

ネルギーが減るため、会場の後方にいるオーディエンスは

前方のリスナーに比べて高域の不足を感じるのがふつうで

す。「3-4	LONG	THROW」はハイエンドをブーストしてこ

れを補正するので、後方にいるオーディエンスにもスムー

ズで均一のサウンドを届けます。

　このためアレイのいちばん上や上から2本目のボイシング

スイッチを「3-4	LONG	THROW」に設定します。この設定

にすると広域エネルギーが会場の後方に意図したように届

きます。より前方のオーディエンスをカバーする下の方の

ボックスは「3-4」に設定しておきます。

　EAW	Resolutionソフトウェアを利用することも、会場

のカバレージにおける高域エネルギーの様子を目で確認

する手助けになります。最後はご自身の耳で、会場中を

歩き回りながら一貫性があることを確認してください。

4　POWER LIGHT ONスイッチ
　このスイッチを押すと、フロントパネルの電源LEDが
点灯します。このスイッチの下にあるLEDが点灯して、

スイッチが押されていることを表します。

　このスイッチが突き出した状態のとき、HDAの電源を

入れてもフロントパネルのLEDと、このスイッチの下に

あるLEDは消えたままです。

5　SIG/LIMIT LED
　2色のLEDで、MAIN	INPUTジャックに信号が入ってく

ると緑色に点灯します。

　HDAにはアンプ出力のクリップやトランスデューサー

の過負荷を防止するために、リミッターが内蔵されてい

ます。このリミッターが機能すると、このLEDが黄色く

点灯します。時おり黄色く点滅する程度なら問題はあり

ませんが、ひんぱんに点滅するあるいは点灯したままに

なったときは、時おり点滅する程度までミキサーのメイ

ンレベルを下げてください。

　極端なリミッティングさせると、温度プ

ロテクト回路が飛んで本番を邪魔する原因

になります。リミッターをひんぱんに、激

しく機能させるとアンプやトランスデュー

サーが故障する店員になります。くわしくは19ページの

「温度について」を参照してください。

6　THERMAL LED
　HDAにはアンプとヒートシンクの内部温度を監視す

る温度プロテクト回路が内蔵されています。温度が安全

動作レベルを超えると、このインジケーターが赤く点灯

し、入力信号はアンプを冷却できるようにミュートされ

ます。ふたたび安全なレベルまで温度が下がると、温度

プロテクト回路が動作をやめてこのLEDも消え、HDAは
正常動作に戻ります。

　HDA	が温度プロテクトモードになっているとき、出

力が出なくても本体に電源は入っています。POWER	
LIGHT	ON	[4]	が機能しているときに温度プロテクトモー

ドになると、フロントパネルの電源LEDは消えます。

　温度プロテクト回路が機能するというこ

とは、引き続いて温度の問題が発生しない

よう対策する必要があります。くわしくは

19ページの「温度について」を参照して

ください。

POWER
LIGHT ON

MAIN
INPUT

LOOP
OUT

HDA
HIGH DEFINITION ARRAYABLE
POWERED LOUDSPEAKER

ARRAY MODE

1-2

3-4

3-4 LONG THROW

SIG/LIMITTHERMAL

P
A

R
A

LL
E

L

1 

2 

3 

4 

6 5
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7　ON LED
　このLEDはHDAがAC電源に接続されているとき点灯し

ます。POWER	LIGHT	ON	[4]	が機能しているとき、布団

とパネルのLEDも点灯します。

8　AC MAINSジャック
　HDAには電源スイッチはありません。AC電源を接続す

るとこのスピーカーは完全に動作するようになります。

出力レベルはシグナルソースで制御してください。

　付属のAC電源コードをHDAリアパネルのこの

PowerConジャックに接続してください。PowerConシス

テムはロック式のコネクターを利用しています。ロック

するには、コネクターをこのジャックに置くまで差し込

み、時計回りに1/4回転させてください。それから電源コ

ードの反対側をAC電源コンセントに接続してください。

　ON	LED	[7]	が点灯して電源が入ります。POWER	
LIGHT	ON	[4]	が機能していれば、フロントパネルのLED
も点灯します。

　接続するAC電源の電圧が、HDAのAC	
MAINSコネクターの下に表示されてい

る電圧に適合することを確認してくださ

い。電圧の定格が115Vのスピーカーに

230Vの電源を接続しないでください。誤って接続すると

HDAがかなりの損傷を受け、火災や周囲の人が負傷する

原因になる場合があります。

　AC電源が適切にグランド接続されている

ことを確認してください。この警告にした

がわない場合、機器が故障する、周囲の人

が負傷または死亡する原因になることがあ

ります。

　付属の3m長AC電源コードのプラグがこの

スピーカーを使用する場所のコンセントに合

わない場合があるかもしれません。この場

合は専門の技術者に依頼して電源プラグを、

その国や地域の法令や基準に合わせて交換してください。

　AC電源に延長コードを使用する場合は、

延長コードの長さや流れる定格電流に適合

する太さのケーブルを使ってください。

　原則として、パワードスピーカーの電源

はミキサーやシグナルソースなどのあとで

最後に入れます。また最初に電源を切ると

良いでしょう。こうすれば電源を入れたり

きったりするときにスピーカーからノイズを再生する可能

性が低くなります。

9　AC LOOPジャック
　Neutrik	PowerConのAC	MAINSジャックとこのAC	LOOP
ジャックは並列に接続されていて、HDAそれぞれのAC電源

入力あるいは出力になっています。

　HDAには50cm程度のACループケーブルが付属していま

す。白のコネクターがAC	LOOPジャックに、青いコネクタ

ーがAC	MAINSジャックにかみ合うようになっています。

このため4ページの図の要領でHDAのAC	LOOPジャックと

次のHDAのAC	MAINSジャックをこの付属ケーブルで接続

すると、エンクロージャー同士の間でAC電源をループさ

せることができます。この方法を使うと、20Aのコンセン

ト一つから4本までのHDAに電源を供給することができま

す。

　1台目のHDAループ出力からの最大連続負

荷が、115Vモデルの場合6Aを超えないよう

にしてください。

　そうです、このページには「とても重要」

の左手マークがわずかばかり並んでいます。

このマークが付いているところは「とても重

要」なので、とにかく慎重に読んでくださ

い。それでは底面の特徴に移ることにしましょう。

PUSH TO RESET

AC MAINS

AC LOOP
CIRCUIT BREAKER

AC LOOP

ON

WARNING: TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR
MOISTURE.  DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE — NE PAS OUVRIR

SERIAL NUMBER

REVISION

HDA = 27KG / 59LB
HDA RIGGING WORKING LOAD LIMIT (WLL):

FOUR (4) HDA IN SUCCESSION, 108KG / 236LB

7 

10 

8 

9 
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　HDAの底面には3つの機能があります。

11, 12　デュアルアングル　　

　　    ポールマウントホール
　HDAを1台しかマウントしないときは、後ろ側のホー

ル	[11]	を使います。HDAの出力が床面と平行になるでし

ょう。

　手前のホール	[12]	には2つの用途があります。このホ

ールを使うとHDAは下向き20度に傾き、スピーカーの下

にいるオーディエンスを狙います。6ページの図のように

HDAを2本アレイにしてポールマウントするときも、こ

のホールを使うことができます。

13　パッド
　このパッドはリギングしたアレイを構成する複数本分

の重量を受けるために付いています。木製のキャビネッ

トを破損から保護しています。

14　スタックパッド
　ラバー製のパッドで、HDAをフロントフィルまたはサ

ドフィルに使うときの滑り止めになっています。複数の

HDAをアレイにするときは、天面にある溝とかみ合うよ

う設計されています。

底面の特徴

11 

12 

13 14 14 
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スピーカーの設置に関する重要な警告
　スピーカーの設置は経験と知識を持つ専門の技術者にご依頼ください。設備工事が不適切な場合、機器が故障したり周

囲の人が負傷または死亡する原因になることがあります。このマニュアルに書かれている内容をすべて読み、スピーカー

がいかなる状況でも人や構造に危険を及ぼすことがないよう、安定して安全な方法で取り付けられていることを確認して

ください。

アレイの使い方
　「リアパネルの機能」を思い出していただくと、複数本

を接続できること、適切にリギングするための説明などす

べてお読みになり、皆さんはほとんどMackie	HDAシリーズ

のエキスパートに近いでしょう。しかしまだアレイの使い

方について説明していませんでした。言い換えれば、どこ

にMackie	HDAを、どうやって安全に設置するか、です。

　HDAが設置できる可能性はすべて下の表にまとめまし

た。この表ではシステムに使用するHDAスピーカーとサブ

ウーファーHD1801の本数、ARRAY	MODEスイッチの位置

が書かれています。システムのセットアップを決めるとき

は下表を参考にしてください。この表は貴重品です。

床に置く
　HDAスピーカーは複数の用途に適しています。一般的

にラインアレイは吊り下げるために作られています。しか

しHDAは床やステージの上に設置してメインPAとして、

あるいはフロント（またはサイド）フィルとして使うこと

ができます。さらにキャビネット底部に2つあるポールマ

ウントホールの一方を使って、ポールマウントすることも

できます。その際は、使用するポールが1本または2本の

HDAの重量を支持できるものであることを確認してくださ

い。Mackieではこうした用途のためにSPM200というすば

らしいオプションをご用意しています。

　（たとえば床など）スピーカーを支持する表面が、スピ

ーカーの重量を支持するために必要な構造であることを確

認してください。

　スピーカーをポールマウントするときは、落下したり不

注意で押してしまうことがないよう、安定して安全な状態

で設置されていることを確認してください。この注意にし

たがわないと、機器が故障する、または周囲の人がけがや

死亡する原因になることがあります。

　Mackie	HDAは、角度が異なる2つのポールマウントホー

ルを備えた標準的な作りになっています。どちらのマウン

トホールを使うかは、ステージの高さ、マウントするHDA
が1本なのか2本なのか、などさまざまな要素に応じて決

めてください。どちらのポールマウントホールを使うか

は、EAW	Resolutionソフトウェア（くわしくは付録Aを参

照してください）と実際のリスニングを組み合わせて定義

してください。

コンフィギュレーション
片側に使用する

HDAの本数

片側に使用する

HD1801の本数

HDAのARRAY	MODE
スイッチの位置

ポールマウント 1または2
0または1(SPM200でHD1801

と併用)
1-2

フライバーFB121の上にグ

ランドスタック

1または2 0 1-2

3 0 3-4※

HD1801の上にグランドス

タック

1または2
1または2(HD1801ごとにACC-
R180Sリギングキットが必要)

1-2

3 3-4※

フライバーFB121またはア

イボルトPA-A2でリギング

1または2 1または2(HD1801ごとにACC-
R180Sリギングキットが必要)

1-2

3または4 3-4※

※「3-4」と「3-4	LONG	THROW」のどちらにするかは、カバーする必要のある距離によって決めてください。くわしく
は11ページの「ARRAY	MODEスイッチ」	[3]	を参照してください。EAW	Resolutionの特性予測機能については20ページを
参照してください。
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　スピーカーの設置は経験と知識を持つ専門の技術者にご依頼ください。設備工事が不適切な場合、機器が故障したり周

囲の人が負傷または死亡する原因になることがあります。このマニュアルに書かれている内容をすべて読み、スピーカー

がいかなる状況でも人や構造に危険を及ぼすことがないよう、安定して安全な方法で取り付けられていることを確認して

ください。

リギングする
　HDAは横長にしか吊れません。M10×1.5×37mmのア

イボルト、または別売のフライバーFB121をお使いくださ

い。

警告！　このキャビネットはフライポイント

または本体に一体化されたフライウェアを使

ってだけリギングできるよう設計されていま

す。絶対にHDAをハンドルで吊り下げない

でください。

実際のリギング設計
　スピーカーをリギングするには定義が必要です。

1,	構造からスピーカーを支持するために必要な静的荷重、

衝撃荷重、動的荷重に適した方法とハードウェア

2,	リギングに要求される使用荷重の安全率

　Mackieでは下記の手順でリギングすることを推奨してい

ます。

1,	文書化：詳細な図面とパーツリストを含む設計全体を文

書にする

2,	分析：スピーカーのリギングに関する経験と知識を持つ

技術者に、事前に設計の検証、承認してもらう

3,	設置：専門の技術者にリギングの作業と検査を依頼する

4,	安全：安全に関する適切な注意を払い、バックアップシ

ステムを併用する

リギングハードウェアとアクセサリー
　Mackieのスピーカーをリギングするには、例外なく

Mackieがご用意していないハードウェアが必要です。さま

ざまなメーカーからさまざまな定格荷重のハードウェアが

販売されています。またリギングシステム用のハードウェ

アを製造、設計、設置することに特化した企業も多数あり

ます。こうした作業のいずれも、正当な資格で訓練された

ものです。リギングという作業には危険が伴うこと、そし

て潜在的な責任があることから、この作業に特化した会社

に作業を依頼してください。

　Mackieは主にスピーカーに一体化されたハードウェアへ

のアタッチメントとして、リギング用アクセサリーを用意

しています。中にはアイボルトやフライバーなど、さまざ

まな製品に使えるアイテムもあります。こうしたアクセサ

リーは設置を容易にすることを考えて作られていますが、

考えられる設置状況やアレイの構成があまりに多すぎるた

め、Mackieでは個別の用途に対する適合性や定格荷重を定

義することはできません。

　Mackieでは完全なリギングシステムを提供したり、設

計や製造あるいは設置の技術者を派遣することはできませ

ん。構造からスピーカーを支持するリギングシステムの適

切な施工や荷重証明は、設置される方の責任です。

アイボルトについて
　アイボルトの使用荷重は、角度がつくと

極端に小さくなります。45度以上の角度で

吊り下げる場合は、スイベルホイストリン

グなどの金具を併用してください。たとえ

ば図Aのようなものです。こうした金具は

完全に回転するので、側面荷重を防止する

役に立ちます。

天面、底面各2カ所

MP MP

MP MP

MP MP

MP=マウンティングポイント

4つのフライポイント
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　HDAを吊り下げるときは、少なくとも2カ所以上のリギ

ングポイントを使ってください。下図のように必要な吊り

下げ角度を作る場合は、もっと多くのポイントを使ってく

ださい。

　下図は数あるリギング例の一つにすぎません。リギング

に関する追加情報は、接続例を参照してください。

警告！　システムを支持するためにフライ

バーFB121を使うとき、選択した吊り下げポ

イントによっては安全率が10:1にならない

場合があります。状況によっては他の安全

率	(たとえば8:1、5:1など)	でアレイを吊り

下げたり設置される場合もありますが、Loud	technologies
が推奨する安全率は10:1だけです。システムのセットアッ

プには15ページの表を、EAW	Resolutionソフトウェアにつ

いては20ページの付録Aを、それぞれ参照してください。

この特性予測ソフトウェアは、安全に関する事柄、重量や

角度、カバレージなどさまざまな事柄を定義する価値ある

ものです。

スピーカーの設置に関する重要な警告
　スピーカーの設置は経験と知識を持つ専門の技術者にご依頼ください。設備工事が不適切な場合、機器が故障したり周

囲の人が負傷または死亡する原因になることがあります。このマニュアルに書かれている内容をすべて読み、スピーカー

がいかなる状況でも人や構造に危険を及ぼすことがないよう、安定して安全な方法で取り付けられていることを確認して

ください。

20˚

20˚

20˚

20˚

110˚

前ページの「アイボル
トについて」を参照し
てください。
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スピーカーの設置に関する重要な警告
　スピーカーの設置は経験と知識を持つ専門の技術者にご依頼ください。設備工事が不適切な場合、機器が故障したり周

囲の人が負傷または死亡する原因になることがあります。このマニュアルに書かれている内容をすべて読み、スピーカー

がいかなる状況でも人や構造に危険を及ぼすことがないよう、安定して安全な方法で取り付けられていることを確認して

ください。

ルームアコースティック
　HDAは入力信号を可能な限り正確に再生するため、音に

色づけをしないよう設計されています。

　ルームアコースティックは、サウンドシステム全体の特

性に重要な役割を果たします。ここでは一般的なスペース

で発生するかもしれない問題の解決に役立つスピーカー配

置のヒントをいくつかご紹介します。

・ラウドスピーカーを部屋の角に置かないようにしてくだ

さい。低域出力が大きくなってサウンドがにごり、聞き取

りにくくなります。

・ラウドスピーカーを壁際に置かないようにしてくださ

い。角に置いたときほどではありませんが、低域出力が増

大します。しかし低域を強化したいときには良い方法で

す。

・あまり丈夫ではないステージの表面には、スピーカーを

直接置かないようにしてください。ステージが空洞だと特

定の周波数で共振し、リスニングエリアの周波数特性にピ

ーク（山）やディップ（谷）を作る原因になります。この

場合は丈夫なテーブルの上に置くか、HDAの重量に耐え

られるスピーカースタンドにマウントした方が良いでしょ

う。

・高域ドライバーがオーディエンスの耳から60cmないし

1.2mほど高くなるように（通路に立っていたり踊っている

オーディエンスにも配慮しましょう）、ラウドスピーカー

を設置してください。高域はかなり方向性を持っていて、

低域に比べて吸収されやすい傾向があります。ラウドスピ

ーカーからオーディエンスを直接見わたせるような位置に

設置すれば、サウンドシステム全体が明るくなって明瞭度

が上がります。

・体育館や講堂など残響が多いスペースは、サウンドシス

テムの明瞭度の点では悪夢のような場所です。固い壁や天

井、床からくる複数の反射がサウンドを台無しにします。

床にカーペットを敷く、大きなガラス窓に厚手のカーテン

を引く、壁にはタペストリーなど音を吸収する素材を吊り

下げるなど、状況に応じて反射を最小限に抑えるための対

策もできるでしょう。

　しかしこうした対策が可能だったり実行できることはほ

とんどありません。ではどうすればいいのでしょう。サウ

ンドシステムの音量を上げれば、反射もひどくなるだけで

一般的にはうまくいきません。最も良い方法は、オーディ

エンスをできるだけ直接音でカバーすることです。スピー

カーから離れるほど、反射音は大きくなるでしょう。

　スピーカーを増やしてオーディエンスの背後に近づける

よう戦略的に配置してください。前方と後方のスピーカー

の距離が30mを超える場合、音の到達時間を整合するため

にディレイプロセッサーをお使いください（音は1000分の

1秒つまり1msecに30cmほど飛ぶため、距離が30mなら10
分の1秒つまり100msecかかることになります）。

　こうした問題を補正するとき、ARRAY	MODEスイッチ

（11、12ページを参照してください）がすばらしい手段に

なることがあります。覚えておいてください。
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温度について
　HDAは組み合わせると600Wrmsものパワーを提供するだ

けの能力を持つアンプを、2基内蔵しています。アンプが動

作すると熱が放出されます。信号レベルが高く音量が大き

いほど、熱も多くなります。重要なことは、熱をできるだ

け早く外に出してしまうことです。その結果、アンプリフ

ァイヤーの信頼性が高くなって寿命が長くなるのです。

　アンプリファイヤーモジュールがマウントされている大

きなヒートシンクは、空気の対流で冷却する、つまりフィ

ンの間に冷たい空気を流すことで熱を放出します。この対

流冷却を効果的に機能させるため、ラウドスピーカーの背

面に適度な空間を確保することが重要です。HDAを設置す

るとき、背後の空間を少なくとも15cm程度空けておくこと

を推奨しています。

　あまりないことですが、アンプリファイヤーがオーバー

ヒートすると内蔵の温度スイッチが機能して信号をミュー

トし、THERMAL	LEDを点灯させます。アンプリファイヤ

ーが安全な温度まで冷えると、温度スイッチは自動的にリ

セットされてHDAは正常動作に戻ります。

　温度スイッチがひんぱんに働く場合は、ミキシングコン

ソール（またはHDA背面）でレベルを目盛り1つか2つほど

下げ、アンプリファイヤーのオーバーヒートを防いでくだ

さい。直射日光や熱いステージ照明もアンプリファイヤー

がオーバーヒートする原因になります。

AC電源
　HDAは、正しい電圧の電源を供給するコンセントなどに

接続していることをご確認ください。電源電圧が仕様の値

の95%未満になると、内蔵アンプリファイヤーは定格出力

を供給できなくなります（定格電源電圧の80%までは動作

しますがフルパワーは供給できず、その結果ヘッドルーム

が少なくなります）。

　すべてのコンポーネントを接続するコンセントが、十分

な電流を供給できることをご確認ください。

　Mackieでは、アンプリファイヤーが大きな電流を使う

ため、HDAを容量が大きな電源に接続することを推奨しま

す。より大きな電力が供給されればスピーカーの音量を上

げることができ、クリアなサウンドとパンチの効いたベー

スを再生するためのより大きなピーク出力が可能になりま

す。「ベースのパフォーマンスが悪い」と疑いをかけられ

たとき、アンプリファイヤーが接続しているAC電源の容

量が小さいことが原因になっていることがしばしばありま

す。

警告！　HDAの電源コードや他の部品につ

いているグランドピンを外さないでくださ

い。グランドピンを折ると感電の原因にな

り、たいへん危険です。

お手入れとメンテナンス
　Mackie製ラウドスピーカーは、下記のガイドラインに従

って使用されている限り、長年にわたって信頼性の高いサ

ービスを提供します。

•	 このラウドスピーカーを霧にさらさないでください。野

外で使用する場合は、雨がかからないようカバーしてく

ださい。

•	 極端に温度が低い場所に置かないでください。気温が低

い場所でこのラウドスピーカーを使用しなければならな

い場合は、高出力で動作させる前に、低いレベルの信号

を送って15分ほどボイスコイルを暖めてください。

•	 キャビネットのお手入れには、乾いた清潔な布だけをお

使いください。お手入れの前には必ず本体の電源を切っ

てください。キャビネットの開口部から霧を内部に侵入

させないよう、特にドライバーが入っている部分にはご

注意ください。

そろそろ本番の時間です...
　次の数ページは付録です。付録ではEAW	Resolutionソフ

トウェアの使い方、トラブル解決のための提案、HDAの接

続などを紹介しています。ここではHDAの仕様やブロック

ダイアグラム、寸法といった技術的な情報も含まれていま

す。

　あとわずかで終わりますよ。もうMackie	HDAスピーカー

についてかなりくわしくなったことでしょう。冷たいもの

でも飲みながらのんびりしてください。
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EAW Resolutionソフトウェアとは?
　EAW	Resolutionソフトウェアは、ユーザー定義のスペー

スにおけるスピーカーシステムの特性を仮想モデリング、

予測、評価するためのものです。このソフトウェアは直接	
音圧レベルと周波数特性を仮想スペース全域にわたって予

測します。最も重要なことに、アプリケーションに合わせ

て安全に設計するためのモデリングが可能です。

　EAW	ResolutionソフトウェアはEAWのウェブサイトから

ダウンロードしてください。

http://www.eaw.com/products/Resolution

なぜEAW Resolutionを使うのか
　EAW	Resolutionソフトウェアをインストールして使う理

由はいくつかあります。

　まず、安全性や重量、角度、フライバーなど、発生する

可能性がある事柄をあらかじめ定義する役に立つことで

す。

　EAW	Resolutionソフトウェアはカバレージも定義しま

す。SPL	や周波数特性は会場全体で望ましいだろうか?	
HDAは3本にすべきか4本使うべきか?	サブウーファーはリ

ギングすべきか床置きにすべきか?	そのシステムに最適な

ボイシングモードは?	こうした質問への答えを見つけ、さ

らに多くの情報を得るためにこのソフトウェアを使ってく

ださい。

　販売前にもすばらしいツールとして使えます。お客様に

購入前に最終セットアップの様子を見せることができま

す。このため現実的な期待値が設定されるので、売り手と

買い手の関係がさらに良くなります。

　最後に、このソフトウェアはとてもすばらしい学習ツー

ルで価格も魅力的です...無料なのです！　ソフトウェアを

ダウンロードしさえすれば、クールになっちゃうでしょ

う。音響知識で友達を感動させてしまいましょう。

　EAW	Resolutionソフトウェアの操作について、くわしく

はソフトウェアを起動してヘルプファイルを参照してくだ

さい。

新しく設備する際は、設計が安全であ

るかどうかを確認するため、必ずEAW	
Resolutionソフトウェアを使ってください。

コンピューターの必要環境
　EAW	Resolutionソフトウェアには、下記のオペレーティ

ングシステムで動作するPCが必要です。

	 ・Windows®	7　32/64bit

	 ・Windows®	Vista　32/64bit

	 ・Windows®	XP　32bit　SP2

　本書を制作した時点では、Mac	 OS®やWindows®の旧バ

ージョンには対応していません。

スピーカーの設置に関する重要な警告
　スピーカーの設置は経験と知識を持つ専門の技術者にご依頼ください。設備工事が不適切な場合、機器が故障したり周

囲の人が負傷または死亡する原因になることがあります。このマニュアルに書かれている内容をすべて読み、スピーカー

がいかなる状況でも人や構造に危険を及ぼすことがないよう、安定して安全な方法で取り付けられていることを確認して

ください。

付録A　EAW Resolutionソフトウェア



21Owner's Manual

O
w

ner's M
anual

ご不明な点は...
•	 www.mackie.com/jp	
	 にアクセスしてサポートの項目をご覧ください。

•	 support_mackie@otk.co.jp	
	 までメールをお寄せください。

•	 テクニカルサポートセンターにお電話ください。

	 日本語03-5950-0931（月～金曜、9am	～	6pm）

	 英語1-800-898-3211（月～金曜、営業時間	PST）

付録B　サービスについて
　Mackie製品に問題が発生した場合は、下記の「トラブ

ルシューティング」を参照して問題点をご確認ください。

下記の内容に沿って状況を確認しても問題が解決しない場

合、または明らかに製品が故障している場合は、ただちに

使用を中止してこの製品をお求めの販売代理店まで修理を

ご依頼ください。

トラブルシューティング

電源が入らない
•	 電源コードを接続していますか。接続しているACコンセ

ントに電気が来ていますか（テスターや小型照明器具な

どでご確認ください）。

•	 背面のPOWER	LEDは緑色に点灯していますか。点灯し

ていなければACコンセントに電気が来ているかご確認

ください。それでも問題が解決しない場合は「音が出な

い」の項をご参照ください。

•	 内蔵のAC電源ヒューズが飛んでいるかもしれません。こ

のパーツはお客様では交換することができません。ヒュ

ーズが飛んだ疑いがある場合は、この製品をお求めの販

売代理店まで、ただちに修理をお申し付けください。

音が出ない
•	 信号ソースは機能していますか。接続ケーブルの状態は

良く、両端ともしっかり接続されていますか。ミキシン

グコンソールの出力ボリューム（ゲイン）コントロール

は、スピーカーの入力を十分ドライブできる値まで上が

っていますか。

•	 ミキサーでミュートがかかっていたり、プロセッサーで

ループになっていませんか。この場合は、ボリュームや

ゲインを下げてから問題のスイッチを押してください。

•	 本体背面でTHERMAL	LEDが赤く点灯していません

か。HDAの背後に15cm程度の空間を確保していますか。

ベースの特性が良くない
•	 ミキサーとラウドスピーカーの間の接続で極性をご確認

ください。ケーブルの一方の端でだけホットとコールド

が反転しているために、ラウドスピーカーが逆相になっ

ているかもしれません。

•	 AC電源が良くないためにベースの特性が貧弱になってい

るのかもしれません。くわしくは19ページの「AC電源に

ついて」の項を参照してください。

音が良くない
•	 音量が大きすぎて歪んでいませんか。シグナルチェーン

でオーバードライブしている箇所がないかご確認くださ

い。ボリュームコントロールがすべて適切に設定されて

いることを確認してください。

•	 入力コネクターが完全に差し込まれていますか。すべて

のコネクターがしっかり接続されていることをご確認く

ださい。

ノイズが出る
•	 パワードスピーカーまですべての接続に問題がなく、音

が出ていることをご確認ください。

•	 シグナルケーブルがAC電源コード、電源トランス、電

磁誘導を発生する機器などの近くに配置されていません

か。

•	 照明用ディマーやサイリスタなどを、HDAと同じAC電源

回路に接続していませんか。この場合はAC電源フィルタ

ーを入れるか、HDAを他のAC電源回路に接続し直してく

ださい。

ハムノイズがのる
•	 MAIN	INPUTコネクターに接続しているケーブルを外し

てみてください。これでハムノイズが止まればHDAに問

題があるのではなく、グランドループが発生している可

能性があります。下記の対処方法を試してください。

•	 ノイズをできるだけ取り除くため、システム中す

べての接続をバランスに変えてみてください。

•	 オーディオ機器の電源コードをできるだけ同じコ

ンセントに接続してください。

•	
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XLRタイプコネクター
　HDAにはバランスでラインレベルの信号を受けるXLRメ
ス入力コネクターが1つあります。バランスの信号を接続す

るときは、配線がAES規格になっていることを確認してく

ださい。

XLR
　　1番ピン	=	シールド	(グランド)
　　2番ピン	=	ホット	(+)
　　3番ピン	=	コールド	(-)
　HDAには別にLOOP	OUTと表示されたXLRオスコネクタ

ーが付いています。このコネクターも上記の通り、AES規
格で配線されています。

　LOOP	OUTコネクターは、複数台のHDAを並列に接続

するためのものです。（ミキサー出力などの）シグナルソ

ースをMAIN	INPUTジャックに接続し、そのスピーカーの

LOOP	OUTジャックと次のスピーカーのMAIN	INPUTジャ

ックを接続する、という作業をくり返すだけで、複数のス

ピーカーをディージーチェーン接続することができます。

ディージーチェーンの例図は4ページを参照してください。

　LOOP	OUTジャックはMAIN	INPUTジャックから直接配

線されていて、間に電気回路が入っていないため、LOOP	
OUTジャックから出てきた信号は、スピーカーに入ってく

る信号と全く同じものです。
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付録D　技術的情報

低域用パワーアンプ：

定格出力	 	 500Wrms
	 	 	 1000Wピーク

定格THD	 	 0.03%未満

冷却	 	 	 対流式　熱排出型

設計	 	 	 D級

高域用パワーアンプ：

定格出力	 	 100Wrms
	 	 	 200Wピーク

定格THD	 	 0.03%未満

冷却	 	 	 対流式　熱排出型

設計	 	 	 D級

低域トランスデューサー：

寸法	 	 	 12インチ	/	305mm
ボイスコイル径	 	 3インチ	/	76mm
ダイヤフラム素材	 紙

マグネット素材	 	 ネオジウム

高域トランスデューサー（×2）：

ボイスコイル径	 	 1.7インチ	/	43mm
ホーンスロート径	 0.75インチ	/	18mm
ダイヤフラム素材	 マイラ

マグネット素材	 	 ネオジウム

電源入力：

日本向け仕様	 	 100〜120VAC、50〜60Hz
	 	 	 1050W
AC電源コネクター	 ロック式Neutrik	PowerCon	A
AC電源コード(付属)	 約3m
ACループコネクター	 ロック式Neutrik	PowerCon	B
ACループコード(付属)	 約45cm

仕様

音響特性：

周波数特性	 	 57Hz〜20kHz	(-10dB)
周波数特性	 	 65Hz〜18kHz	(-3dB)
最大ピークSPL(算出値)1	 134dB
最大ピークSPL(測定値)2	 124dB
クロスオーバーポイント	 2.0kHz

アレイカバレージ：

水平カバレージ	(-6dB)	 平均110度
	 	 	 2kHz〜10kHz
垂直カバレージ	(-6dB)
	 HDA×1本	 平均20度
	 	 	 2kHz〜10kHz
	 HDA×2本	 平均40度
	 	 	 2kHz〜10kHz
	 HDA×3本	 平均60度	 	 	
	 	 	 2kHz〜10kHz
	 HDA×4本	 平均80度
	 	 	 2kHz〜10kHz

入力/出力	:

入力のタイプ	 	 XLRメス　バランス

入力インピーダンス	 11kΩバランス

ループ出力	 	 XLRオス　バランス

ボイシングモード：

1-2	 	 	 HDA×1または2本アレイ用

	 	 	 ボイシング

3-4	 	 	 HDA×3または4本アレイ用

	 	 	 ボイシング

3-4	LONG	THROW	 HDA×3または4本アレイ

	 	 	 ロングスロー用ボイシング

1　感度とアンプ出力から算出

2　ピンクノイズ、自由空間、1m、リミッター手前で測定	
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入力プロテクト	 	 RMSリミッティング

	 	 	 電源およびアンプ温度保護

表示LED		 	 電源ON、
	 	 	 ボイシングモード選択、

	 	 	 Sig/Limit、温度保護、

	 	 	 前面電源ON

構造上の特徴：

基本設計	 	 台形　テーパー角度20度
キャビネット	 	 外装グレード15mm厚

	 	 	 樺材合板

ハンドル	 	 両側面各1
グリル	 	 	 パウダーコーティング

	 	 	 亜鉛メッキスチール製

フライポイント	 	 M10×1.5mm　4カ所

ポールマウント径	 1.42インチ/	36mm

ポールマウント角度	 10度および30度

FB121取付穴	 	 21mm

寸法・重量：

高さ	 	 	 373mm
幅	 	 	 628mm
奥行き	 	 	 405mm
重量	 	 	 26.7kg

設置方法：

ポールマウント、一体型リギング用フライバー(上にスタ

ックまたはサブウーファーの下にリギング)、マウンティ

ングポイント4カ所でのリギング	(M10×1.5×37mmアイ

ボルト使用)
詳細は16ページ参照	

オプション：

PA-A2	 アイボルトキット	(M10×1.5×37mm、4個)
SPM200	スピーカーマウント用ポール

FB121	 HDA用フライバー

373 mm 232 mm

628 mm 405 mm
26.7 kg

LOUD	Technologies社は、常に新しい素材、部品、製造方法を取り入れて製品を改善するよう努めているため、製品の

外観および仕様は予告なく変更することがあります。「Mackie」、「ランニングマン」、「Running	Man」はLOUD	
Technologies社の登録商標です。他の商品名または会社名は各社の商標または登録商標です。
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